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はじめに 

計画作成の趣旨と位置づけ 

 高萩市では、年々高齢化が進み、65 歳以上の老年人口割合は 36.1%（R2 国勢調査）となっ

ており、県平均の 29.9%と比較しても高齢化率が高い状況です。今後高齢化の加速と共に運転免

許返納者数が増大することが予想される中、高齢者の移動手段の確保が大きな課題となっていま

す。 

 このような中、国は原則として全ての地方公共団体において地域交通に関するマスタープラン

となる計画（地域公共交通計画）を策定することを求めた『地域公共交通の活性化及び再生に関

する法律』の一部を改訂する法律を施行しました。 

 高萩市では、こうした状況を踏まえ、地域の公共交通網のあり方を整理し、今後の都市規模に

見合った持続可能な公共交通ネットワークの構築を目指すため、地域公共交通計画を策定します。 

 

計画の期間 

 計画の期間は、令和４年度～令和 8 年度の５年間とします。 
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計画の区域 

 計画の区域は、高萩市全域とします。 
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1 .地域の現況 

1.1  地勢、地理 

高萩市は、茨城県の北東部に位置し、北部は福島県東白川郡塙町と茨城県北茨城市に接し、

南部は日立市、西部は常陸太田市に接しています。 

東京からは約 150km で、JR 常磐線特急列車または常磐自動車道を利用して約 2時間の距

離に位置しています。 

総面積は 193.56km2（令和 3年 10月 国土地理院）で、市域の約 85%が山林原野で、

市街地は海側の高萩地区・松岡地区に集積しています。豊かな自然環境に恵まれ、多くの観光

資源や歴史的資源が分布しています。 

 

 

資料：高萩市都市計画マスタープラン 
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1.2  社会情勢、経済情勢 

(1) 人口の推移 

高萩市の人口は、平成 7年をピークに減少傾向。老年人口(65 歳以上)の割合は令和２年に

は36.1%となり高齢化が進んでいます。令和２年時点の人口では6５～6９歳の割合が多く、

今後さらなる高齢化が進むと予測されます。 

 

人口の推移 

 

 

 

資料：国勢調査(各年 10月 1 日) 

 

人口ピラミッド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査(令和２年 10 月 1日) 
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(2) 将来人口予想 

   国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」(H30.3)によると 2045 年

には高萩市の総人口は約 37%減少し、高齢化率は 45%に増加する予測となっています。 

 

人口の将来予想 

 

 

資料：RESAS地域経済分析システム(国勢調査・日本の地域別将来人口推計) 

 

人口ピラミッド（将来人口比較） 

 

 

資料：RESAS地域経済分析システム(国勢調査・日本の地域別将来人口推計) 
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(3) 地区別人口 

   市域の中でも、特に山間地域は人口が少なく、高齢化率は高い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年国勢調査 

  

凡例 
65 歳以上人口の割合 
 
   20%未満 
   30%未満 
   40%未満 
   50%未満 
   50%以上 
 
人数は町大字別人口 
※本町、東本町、大和町、春日町 
 高浜町、有明町、肥前町はまと
めて表示 

118 人 

71 人 

170 人 

74 人 

75 人 3,908 人 588 人 

3,050 人 

1,220 人 

125 人 1,819 人 

2,254 人 

21 人 
4,829 人 3,534 人 

6,679 人 
986 人 

①山間地域       ：計 654 人 
②市街地および 
高戸常磐線東・赤浜地区：計 28,984人 

 
③高萩市（①②合計）   ：計 29,638 人 

山間地域 市街地および高戸常磐線東・赤浜地区 
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(4) 交通流動 

   昼夜別の人口を比較すると昼間の流出が多い状況となっています。通勤通学の市町村間の

流動をみると日立市が主な流出先になっていて、北茨城市が主な流入元になっています。 

 

昼間人口・夜間人口 

 

資料：平成 27 年国勢調査 

 

通勤・通学流動 

 

資料：平成 27 年国勢調査 
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(5) 市街地の人口分布 

   市街地地域では、高萩駅周辺、島名周辺、グリーンタウンてつな住宅団地周辺では人口の

集中が見られます。 

 

市街地の人口分布（500mメッシュ）と施設立地・バス路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年国勢調査 
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2 .上位・関連計画の整理 

2.1  計画の位置づけ 

地域公共交通計画は、高萩市の公共交通に関するマスタープランであり、策定にあたっては

上位関連計画との整合を図ります。 

 

計画の位置づけ 
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2.2  第 6次高萩市総合計画 

  第 6 次高萩市総合計画では、「地域力が笑顔を育むまち 高萩 ～みんなが豊かさを実感で

きるまちを目指して～」をめざす将来像として計画を策定しています。 

計画の中では、都市機能の集約化を図りながら、交通ネットワークにより拠点間が連携した

生活圏域を形成することや、公共交通の課題と現状、施策の基本方針、施策を実現するために

行う基本事業などが示されています。 

 

コンパクトな多種型都市構造の概念図 

 

 

資料：第 6次高萩市総合計画 
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公共交通に関する施策方針 

 

 

 

資料：第 6次高萩市総合計画 
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2.3  第 2期高萩市創生総合戦略 

第 2 期高萩市創生総合戦略では、本市で進行している人口減少が産業、雇用、コミュニティ、

地域交通、行財政など様々な分野に悪影響を及ぼすおそれがあることから、戦略的に人口減少

を抑制し、安定させることを目指しています。 

総合戦略の基本目標４「ひとが集う安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる」で

は、公共交通サービスの充実が求められていることを課題とし、新たな公共交通サービスの推

進を具体的な施策に位置付けています。 

 

公共交通に関係する基本目標 

 

 

 

 

資料：第 2期高萩市創生総合戦略 
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2.4  高萩市都市計画マスタープラン 

高萩市都市計画マスタープランでは、これまでのまちづくりの経緯に立脚しながら、目指す

べき新たな都市像と施策の方向性を示し、都市像のキーワードとして、以下の 3つを上げてい

る他、公共交通を含めた拠点連携ネットワークの設定などが示されています。 

 

―都市像のキーワード― 

■都市空間ではぐくまれる「交流」 

■都市環境や機能が提供する「快適性」 

■「持続」のための高い定着性と更新可能性 

 

骨子ネットワークの設定 

 

 

 

資料：高萩市都市計画マスタープラン 
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2.5  高萩市立地適正化計画 

高萩市立地適正化計画では、基本方針として以下の４つが示されており、公共交通アクセス

の確保を行う旨が示されています。 

 

―基本方針― 

 ①拠点の設定と住居・都市機能の誘導 

 ②公共施設・インフラのマネジメント 

 ③公共交通アクセスの確保 

 ④事業を実施するにあたっては民間資金、ノウハウを導入 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高萩市立地適正化計画 
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2.6  高萩市観光振興計画 

高萩市観光振興計画では、市の魅力を理解し、ファンを増やしていく観光を目指す旨が示さ

れています。また、課題の整理においては、移動手段がないために周遊観光が実現できない旨

や JR 高萩駅からの 2 次交通がないために車中心の移動になり、長く滞在してもらえない旨が

整理されています。 

 

 

資料：高萩市観光振興計画 

 

 

 

資料：高萩市観光振興計画 
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2.7  高萩市高齢者福祉計画 

高萩市高齢者福祉計画では、「誰もが安心して元気に暮らし続けられる、支え合いの地域づく

りの推進」を基本理念としています。また、施策の中では、移動手段の充実を図る旨が示され

ています。 

 

 

 

 

資料：高萩市高齢者福祉計画 
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3 .地域旅客運送サービスの現状 

3.1  現況 

(1) 鉄道 

市内には、JR 常磐線高萩駅があり、上り 54 本（特急 13本）、下り 32 本（特急 7

本）のダイヤがあり(令和 4 年 2 月時点)、上り方面のサービス水準が高くなっています。 

日平均乗車人数は、団塊世代の定年及び少子化等の影響によって年々減少傾向にありま

す。また、令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響があり、利用が大きく落ち込ん

でいる状況です。 

利用者の 70%以上が定期券利用者であり、定期券を利用する通勤・通学者の利用が多く

を占めています。 

 

高萩駅利用者推移（日平均乗車人員）       

(人) 
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(2) 路線バス 

  市街地の路線バスは、ＪＲ高萩駅を中心に合計 6 路線を、民間バス事業者 2社により運行

しています。（令和元年度の見直しにより山間地域の 2 路線が廃止されるとともに、残存路線

についても 27 便が減便されました。） 

  ＪＲ高萩駅を基点に放射状に運行する 6路線のうち、清松高校線、千代田・関口線、和野

線の 3路線は通勤や通学により比較的利用者が多い状況です。特に清松高校線は、市の補助

金を受けずに運行が継続されています。 

  市内路線バスの利用者は、年々減少傾向にあり、運行経費の赤字額抑制（市の補助金の抑

制）、路線や便数の維持確保が課題となっています。 

  令和 3年７月から、『リクエスト型最適経路バス（別称：ダイナミックルーティングシステ

ムバス）』My Ride のるる の実証実験を行っており、持続可能な交通ネットワークの検討を

進めている状況です（本計画では、「リクエスト型最適経路バス」は「ダイナミックルーティ

ング（ＤＲ）システムバス」と表記する。）。 

 

               市街地の路線バス系統図          ＜R4.3時点＞ 
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■ＤＲ（ダイナミックルーティング）システム 
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■区間別の路線バス利用状況 

 

ＯＤ[出発地⇔目的地]調査結果（平成 28年実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市街地バス路線 
   千代田・関口線 
   和野線 

   清松高校線 
   上和野線 
   ソーラーリゾート線 

   いぶき台団地線 

凡例 
   病院 
   大規模商業施設 
   市役所 
   市民センター 
   集会所 
   小学校 
   中学校 
   高校 
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■路線バス運行状況                            

運行 

会社 
路線 主な経路 

運行便数（平日） 

H29 年度 R3 年度 

茨城 

交通㈱ 

１千代田・関口線 
・高萩駅～松岡公民館前～川側～高萩協同病院～千代田 

・高萩駅～松岡公民館前～穂積家前～関口 
27 便 

16 便 

※R1.6 減便 

２和野線 

・高萩駅～安良川～秋山小学校～和野 

・総合福祉センター～高萩駅～イオン高萩店前～和野～ 

高萩協同病院 

27 便 
18 便 

※R1.6 減便 

６清松高校線 ・高萩駅～清松高校 10 便 10 便 

C1 市街地循環線 

（イオン） 
・高萩駅東口～高萩駅～イオン～ベイシア～高萩駅東口 

4 便 

 

0 便 

※R3.10 休止 

C2 市街地循環線 

（ベイシア） 
・高萩駅東口～ベイシア～高萩駅～イオン～高萩駅東口 2 便 

0 便 

※R3.10 休止 

C3 市街地循環線 

（高萩協同病院） 
・高萩駅東口～高萩駅～高萩協同病院～高萩駅東口 2 便 

0 便 

※R3.10 休止 

椎名 

観光 

バス㈱ 

３上和野線 ・高萩駅～市役所前～地蔵前～上和野～高萩協同病院 7 便 
5 便 

※R2.3 減便 

４ソーラーリゾート線 ・高萩駅～安良川～島名団地口～荒屋～ソーラーリゾート 8 便 
4 便 

※R2.3 減便 

５いぶき台団地線 ・高萩駅～新町～石滝団地～いぶき台団地 8 便 
5 便 

※R2.3 減便 
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■路線バス年間利用者の推移 

 

(人)                                      

 

 

［単位：人］ 

路線 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

１千代田・関口線 46,715  44,783  46,797  44,862  41,526  24,344  21,769  

２和野線 52,014  48,459  45,555  45,356  42,536  30,885  27,786  

６清松高校線 54,193  51,742  49,550  45,257  45,592  34,987  29,498  

C1 市街地循環線 
（イオン） 

2,380  2,195  2,151  2,316  3,217  4,101  4,147  

C2 市街地循環線 
（ベイシア） 

2,391  2,329  2,310  2,310  2,014  1,724  1,917  

C3 市街地循環線 
（高萩協同病院） 

1,550  1,431  1,324  1,460  1,896  2,336  2,482  

３上和野線 15,207  13,875  12,690  12,978  13,099  10,450  8,400  

４いぶき台団地線 15,085  13,624  13,184  13,244  13,288  10,471  7,610  

５ソーラーリゾート線 11,443  10,754  10,954  11,291  10,896  7,382  5,431  

計 200,978  189,192  184,515  179,074  174,064  126,680  109,040  

※利用者数：前年 10 月～当該年 9 月までの集計 

 

  

0

50,000

100,000

150,000

200,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

計 １千代田・関口線
２和野線 ６清松高校線
C1市街地循環線（イオン） C2市街地循環線（ベイシア）
C3市街地循環線（高萩協同病院） ３上和野線
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(3) デマンド型乗合タクシー 

  路線バスが通らない交通空白地域の解消を図るため、山間地域および高戸常磐線東・赤浜地

区において、市内タクシー事業者 2社によりデマンド型乗合タクシーを運行しています。 

（平成 30 年 8 月のデマンド型乗合タクシー導入に伴い、山間地域の路線バス 2路線を廃 

止。（令和元年 6 月）） 

山間地域においては、高齢者の通院や、児童・生徒の小中学校への通学用として多くの利用

があります。一方で、高戸常磐線東・赤浜地区に関しては、比較的市街地まで近距離であるこ

ともあり、利用者が少ない状況にあります。 

 

■令和３年度利用実績（R2.10～R3.9） 

 利用者数（①） 運行回数（②） 
乗合率 

①／② 

山間地域 2,956 1,486 1.98 

高戸・赤浜 25 25 1.00 

計 2,981 1,511 1.97 
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(4) 高速バス 

   令和元年度までは、JR 高萩駅を発着とする東京駅行き高速バスが上り・下り合計 6便（各

3 便）運行し、利用者は増加傾向でしたが、令和２年度は、新型コロナウィルス感染症拡大

の影響により利用者が減少しました。現在は、新型コロナウィルス感染症拡大の影響により

減便運行中です。（R3.11 時点 上り・下り計 2便） 

 

路線 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

高萩駅～東京駅 36,376 36,193 37,036 39,122 38,520 1,360 

 

(5) タクシー 

   市内のタクシー事業者は 2 社で、合計３2台が運行しています。 

 

 

(6) 高齢者外出支援サービス 

   市の外出支援サービスは、高齢者が住み慣れた地域社会の中で引き続き生活していくこと

を支援し、高齢者の保健福祉向上を図ることを目的としています。 

 

事業名 内容 対象者 その他の条件 自己負担 

外出支援 

サービス事業 

自宅から市内の医

療機関への送迎 

（民間事業者委託） 

概ね 65 歳以上で 

一般の交通機関を

使用した通院が困

難な方 

一般的な交通機関では移動

が困難な方 

(タクシーやバスの利用が出来

ず、車いすやストレッチャ―

でしか移動が出来ない方) 

利用料金 

の 2 割 
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(7) スクールバス 

   君田小中学校の松岡小中学校への統廃合に伴って、通学の足を確保するために、８人乗り

のスクールバスを導入しています。（平成 29年度より） 

 

(8) 花貫渓谷シャトルバス 

   花貫渓谷は紅葉の名所であり、平成 24年より期間限定で高萩駅と花貫渓谷（花貫駐車場）

を結ぶシャトルバスが、JR 高萩駅のダイヤに合わせて運行されています。令和 3年には 

1 日 10本の便数で運行されました。 
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(9) 民間送迎車両 

1) やすらぎの丘温泉病院 

   やすらぎの丘温泉病院では、診察、付き添い、お見舞い等で病院利用者を対象に無料の送

迎バスを運行しています。ルートは以下の 3ルートとなっています。 

   ①周回ルート ：毎日  （27 人乗りバス） 

   ②東海岸ルート：月水金 （10 人乗りバス） 

   ③君田ルート ：火木  （10 人乗りバス） 

 

無料送迎バス周回ルート図 
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2) それいゆ病院 

   それいゆ病院では、病院利用者以外でも自由に乗降可能なフリーバス形式で２台運行して

おり、帰りについてはバスとは別の車両で送迎をしています。 

 

 

3) その他 

種別 名 称 内 容 

病院 滝川歯科医院 訪問診療、送迎車あり 

教習所 (株)北茨城自動車学校 高萩市街地から自動車学校までの送迎をアプリケーショ

ンにて予約し、実施しています。 
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(10) 公共交通に係る行政負担額 

［単位：千円］ 
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3.2  利用者の意向 

(1) 地域住民ニーズ 

第６次高萩市総合計画（R3.3）策定時に実施した市民アンケート（18 歳以上 3,000 人）

において公共交通施策の満足度を調査したところ、満足３．１％、やや満足９．４％となっ

ています。 

具体的な市民ニーズについては、平成 28年に実施した市民アンケート（15歳以上 3,000

人）の結果より整理しています。 

 

市民アンケート調査結果 

〔市民アンケート調査〕 

○観光振興や公共交通機関の充実に関して満足度が低く、重要度が高くな 

っている。（総合計画アンケート） 

○路線バスの利用経験がなく生活交通として自家用車に依存しているが、 

 将来的に移動に不安を感じており、将来は免許返納をしてもよいと考え 

ている市民も多い。 

○路線バスは、運行本数・運行時間帯等の評価が低く、タクシーは、運賃 

を除いては評価が高い。 

○高萩駅、高萩モール、協同病院等への公共交通での移動ニーズが高い。 

○公共交通の維持・確保について協働の意識が高い。 

○利用促進には情報マップ配布や商業施設との連携が有効。 
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(2) 65歳以上アンケート調査結果 

   令和 3 年には、免許を返納し、公共交通を日常的に利用している割合の高い高齢者層（65

歳以上）の市民を対象とし、交通特性の異なる 3つの地域にて、アンケート調査を実施しま

した。 

 

対象者 65 歳以上の高萩市民：1,770 人 

住民台帳より無作為抽出 

配布・回収方法 郵送による配布・回収 

実施期間 令和 3年 11月 6 日～11 月 21日 

回収数 1,004 票（回収率 56.7%） 

 

65歳以上アンケート対象地域 

 

 

地区分け 地区内訳 配布 回収 

①市街地地域 本町・大和田町・春日町・東本町・安良川・

石滝・高浜町・有明町・肥前町・高萩・ 

秋山・島名・望月・上手綱・下手綱・高戸 

1,336 771 

(57.7%) 

②高戸常磐線東・ 

赤浜地区 

赤浜 107 67 

(62.6%) 

③山間地域 横川・下君田・上君田・若栗・大能・ 

中戸川・福平 

327 166 

(50.8%) 

①市街地地域 

②高戸常磐線東・ 

赤浜地区 

③山間地域 



31 

 

■調査結果の概要 

①市街地地域 

 市街地地域でのバスの満足度は、36%と低い値となっています。不満な理由として最も強

い理由が、「バスの本数」であり、2番目は「バスのルート(運行範囲)」となっています。 

■バスの満足度 

 

 

 

■不満の理由 

・最も不満な理由（N=356） 

 

・2 番目に不満な理由（N=254） 

 

・3 番目に不満な理由（N=192） 

 

 

 本来バスで行きたい場所がある人は 3割おり、行きたい場所としては、「商業施設」が最も

多く 26%で「駅」は 11%となっています。 

■本来はバスで行きたい場所はあるか 

・あるかどうか 

 

 

・行きたい場所 

 

満足

11%

やや満足

25%

やや不

満

33%

不満

31%

満足 やや満足 やや不満 不満
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バスの料金
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その他
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ない

70%
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ない ある

商業施設

26%

病院

16%

駅

11%

公共施設

18%

無回答

29%

商業施設 病院 駅 公共施設 無回答
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②高戸常磐線東・赤浜地区 

高戸常磐線東・赤浜地域では、ほとんどの人がデマンド型乗合タクシーを利用したことがな

い状況です。また、地域の公共交通の満足度が低く、「やや不満」と「不満」で 100%を占め

ており、不満の理由として最も多いのはデマンド型乗合タクシーの乗降場所が限られている点

となっています。 

■デマンド型乗合タクシーの利用 

 

■デマンド型乗合タクシーが運行して便利に

なったか 

 

■地域の公共交通の満足度 

 

 

■不満の理由 

 

 

 

 

 

  

2%

98%

よく利用する たまに利用する

あまり利用しない 利用したことがない

6%

25%

69%

便利になった 不便になった

変わらない わからない

22%

78%

満足 やや満足 やや不満 不満

12%

42%
19%

27%

予約の仕方が分からず利用できない

予約の必要があり手間がかかる

乗降する場所が限られている

帰りの便の時間指定がしにくい

その他
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③山間地域 

山間地域では 16%の人がデマンド型乗合タクシーを利用している状況です。地域の公共交

通の満足度は 40%となっており、不満の理由として最も多いのは「帰りの便の時間指定がし

にくい」となっています。 

■デマンド型乗合タクシーの利用 

 

■路線バスが運行していた時に比べて、便利

になったか 

 

■地域の公共交通の満足度 

 

 

■不満の理由 
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その他
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(3) 学生アンケート調査結果 

令和 3年には、市街地の学生が通学時に路線バスを利用しているかを把握するためのアンケ

ート調査を実施しました。 

 

対象者 市街地在住の高萩市民（15～22 歳）：230人 

住民台帳より無作為抽出 

配布・回収方法 郵送による配布・回収 

実施期間 令和 3年 11月 6 日～11 月 21日 

回収数 67 票（回収率 29.1%） 

 

■調査結果の概要 

 高校生は日立市内の高校、大学生は県外の大学に通っている割合が多いです。通学で最も多

い交通手段は「鉄道利用」となっており、鉄道までの交通手段としては、「車での送迎」が最

も多いです。 

■通っている高校 

 

■通っている大学 

 

■通学手段 

 

■通学に鉄道を利用する際の駅までの 

交通手段 

 

17%

5%

65%

5%

3% 5%

県立高萩清松高校 県立高萩高等学校
第一学院高等学校 日立市内の高校
北茨城市内の高校 水戸市内の高校
その他

23%

6%

18%

53%

茨城大学 常磐大学 茨城キリスト教大学 その他

15%

71%

2%
8%

2% 2%

徒歩・自転車
鉄道利用(鉄道+他の公共交通手段も含む)
路線バス+徒歩
車での送迎
原付・バイク・自動車

24%

7%

5%

64%

徒歩 自転車 路線バス
車での送迎 原付・バイク その他

※その他の内訳は

「県外」が主 
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4 地域旅客運輸送サービスの役割と課題整理 

4.1  高萩市における公共交通の役割 

 

 

 

 

 

 

  公共交通は運転手段を持たない学生、高齢者、障がい者、妊婦等の移動手段となります。高

萩市を「みんなが豊かさを実感でき、魅力的な地域にする」ためには、移動手段を持たない市

民の日常的な移動を支えることが大切であり、公共交通が求められる役割となります。 

  また、今後到来する人口減少社会において、高萩市をより「豊かで魅力的な地域にしていく」

ためには、都市機能の集約化を図りながら拠点間を交通ネットワークにより接続し、拠点間で

連携した生活圏域を形成することが必要となります。公共交通はこのような拠点間をつなぐた

めの交通手段としての役割でもあります。 

  そして、将来的には観光客等の来訪者の移動性、回遊性を向上させることで、人の交流を活

発化させ、市の魅力をより高めていくための手段として活用することも、公共交通が果たす役

割の一つとして期待されます。 

 

 

  

・市民の日常的な移動を支える社会基盤であること 

・地域の主要施設および拠点間を結び、地域の活性化に貢献すること 

・将来的に、観光周遊等のための基盤として活用すること 
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4.2  課題整理 

(1) 市全体としての課題 

 

 

  本市の人口は、年々減少傾向にあり、それに伴い公共交通利用者も減少する傾向にあります。

そのため、市内を運行する路線バスは、令和元年度の見直しで山間地域の 2路線が廃止となり、

運行便数も減少が続いているため、サービス水準は年々低下している状況です。 

公共交通サービスの維持確保に向けた市の負担が増えており、将来に向けて持続可能な交通

システムづくりが課題です。 

 

(2) 地域ごとの課題 

 1)市街地地域 

 

 

  駅を介さない生活拠点間の公共交通による接続はできていない状況です。地域間拠点のネッ

トワークによる連携は、「第 6 次総合計画」「都市計画マスタープラン」「立地適正化計画」など

の計画内でも示されている構想であることに加え、市民の声として駅以外への公共交通による

アクセスの要望も見られます。 

従来の高萩駅中心の放射状の路線接続に加え、網状の運行により、駅以外の主要施設へのア

クセス性を向上させることが課題です。 

 

 2)高戸常磐線東・赤浜地区 

 

 

  高戸常磐線東・赤浜地区では、令和 2年から交通空白地域の解消のため、デマンド型タクシ

ーを導入し、試験運行を行ってきましたが、利用が少ない状況です。また、65 歳以上の住民ア

ンケートでは、ほとんどの人が 1 度も利用したことがない状況であり、地域での公共交通の満

足度も不満が大半を占めており、課題となっています。 

住民への周知と共に、利用しやすい運行形態づくりが課題です。 

 

 3)山間地域 

 

 

山間地域では、令和 2年から交通空白地域の解消のため、デマンド型タクシーを導入し、試

験運行を行ってきました。地域住民への周知により、ある程度の利用実績を維持している状況

ですが、乗合率が低い状況です。 

持続性を向上させるためにも、乗合率や効率性の高い運行としていくことが課題です。 

  

・公共交通サービスの維持が困難になってきている 

・地域内の主要施設および拠点間のアクセスが良くない 

・デマンド型乗合タクシーの利用が少ない 

・デマンド型乗合タクシーの乗合率が低く効率性が良くない 
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5 基本的な方針 

 

 

 

  本市の公共交通は、自家用車などの移動手段を持たない住民の日常的な移動を支える基盤で

あると同時に、地域の主要施設及び拠点間を結び、地域の活性化に貢献する役割が求められて

います。しかし、マイカー時代の公共交通離れにより利用者は減少し、公共交通サービス水準

の維持はますます困難になってきている状況です。 

今後、地域の実情に応じた適切な交通モードを導入することで、将来に向けて持続が可能な

公共交通ネットワークを構築し、公共交通を維持確保していきます。 

 

 

 

  公共交通の維持が困難になっている大きな要因として、移動手段の殆どが自家用車に依存し

されていることが挙げられます。しかし、公共交通の維持には、公共交通への理解と多くの利

用が必要不可欠です。 

今後、人口減少や高齢化が進み、公共交通の必要性が一層高まります。住民や地域が一体と

なり、公共交通を維持していく意識の醸成と、積極的な利用を推進してきます。 

 

 

 

  交通と他サービスを組み合わせて複合的に提供する MaaS(マース、Mobility as a Service)

の試験導入が始まり、本市は、令和 2 年度からHitachi MaaS アプリの実証実験に参画してい

ます。 

今後も、MaaS など交通に関わる新たなサービスへの取り組みはますます活発化していくこ

とが想定されます。本市では、実証実験の結果を検証しつつ、交通と連携した新たなサービス

の導入により、地域活性化につなげていきます。 

 

 

  

方針① 地域の実情に応じた持続可能な公共交通ネットワークを作る 

方針② 住民・地域が一体となり公共交通の利用を増やす 

方針③ 新しいモビリティサービスを活用し地域活性化を図る 
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6 計画の目標および施策・事業 

(1) 計画の目標 

  基本方針に基づき、計画内で達成するべき計画目標を設定します。計画目標は数値目標を設

定し、毎年評価を行います。公共交通に利用者は年々減少している傾向にあるため、利用者数、

行政負担額の現状維持を目標としています。 

 

基本方針 

目標 

項目 評価指標 
数値 

目標(R8) 現況(R3) 

方針 1 

地域の実情に応じた

持続可能な公共交通

ネットワークを作る 

 

目標(1) 

地域に応じた最

適な交通モード

の導入 

路線バス 

 ＋ 

DR バス 

満足度 

(65 歳以上) 
50% 36% 

デマンド

型乗合タ

クシー 

満足度 

(65 歳以上) 

山間 ：50% 

東地域：50% 

山間  ：40% 

東地域： 0% 

公共交通施策の満足度 

※高萩市第６次総合計画よ
り引用 

50% 12.5％ 

その他の交通モード 導入可能性検討 検討なし 

方針 2 

住民・地域が一体と

なり公共交通の利用

を増やす 

目標(2) 

地域の公共交通

利用者の増加 

路線バス 

 ＋ 

DR バス 

利用者数 115,713 人/年 109,040 人/年 

デマンド

型乗合タ

クシー 

乗合人数 2.00 人/運行 1.97 人/運行 

方針 3 

新しいモビリティサ

ービスを活用し地域

活性化を図る 

目標(3) 

新たなサービス

導入と機能強化 
MaaS の提供 本格導入 実証実験 1 回 

交通結節点強化・デジタ

ルサービスの導入 
サービスの導入 サービスなし 

 

 

≪SDGｓの推進≫ 

 本計画においては、SDGｓの１７の目標の中から、以下の４つの目標達成に向けた取り組

みを推進しています。 

 ３  すべての人に健康と福祉を 

 ９  産業と技術革新の基盤をつくろう 

 11  住み続けられるまちづくりを 

 17  パートナーシップで目標を達成しよう 
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(2) 目標達成のための施策体系 

  目標を達成するため本市では以下の施策を実施します。 

 

基本方針 計画の目標 目標達成のための施策・事業 
利便増進 

事業に該当 

方針① 

地域の実情に

応じた持続可

能な公共交通

ネットワーク

を作る 

目標(1) 

地域に応じ

た最適な交

通モードの

導入 

施策１ 既存バス路線の再編・活性化 
― 

施策２ デマンド型乗合タクシーの維持改善 
― 

施策３ DR バスの導入・維持改善 〇 
（ロ、ホ、ト） 

施策４ 新しい交通手段の検討 
― 

施策 5 地域の輸送資源との連携 
― 

方針② 

住民・地域が

一体となり公

共交通の利用

を増やす 

目標(2) 

地域の公共

交通利用者

の増加 

施策 6 公共交通に関する情報発信 
― 

施策 7 公共交通の利用促進 
― 

施策８ 地域や団体等との連携 
― 

施策９ 高齢者バス利用助成制度の導入 
― 

施策 10未成年者のバス利用助成制度の導入 
― 

方針③ 

新しいモビリ

ティサービス

を活用し地域

活性化を図る 

目標(3) 

新たなサー

ビス導入と

機能強化 

施策 11 MaaS（Mobility as a Service）を活

用した各種サービスの検討 ― 

施策 12 公共交通環境の機能強化 
― 

 

※〇は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」において、地域公共交通の利用者の利

便を増進するための事業に位置づける項目 
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7 施策・事業の内容 

 

施策 1 既存路線バスの維持・再編・活性化 目標（１） 

目的 

路線バス利用者が減少していく一方で、高齢化が進む将来に向けた公共交通手

段の維持確保は重要な課題です。既存路線バスの見直しと共に、新しい交通モー

ドの導入を検討しながら、交通の活性化を図ります。 

事業概要 

・市内路線バスの利用状況を検証し、運行ダイヤや路線数などの運行内容の見

直しと改善に取り組みます。 

・新たに導入したＤＲシステムバスやデマンド型乗合タクシーと連携し、地域

の状況やニーズを踏まえた交通ネットワークに再編成します。 

・必要に応じて、事業者間の共同運行や、地域間の相互乗り入れも検討します。 

・公共交通の維持確保のため、交通事業者へ必要に応じた支援を行います。 

事業の 

イメージ 

 

事業エリア 市域全体 

実施主体 
高萩市 

バス事業者 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 

 

 

山間地域デマンド型乗合タクシー（施策２） 

高戸常磐線東・赤浜地区デマンド型乗合タクシー（施策２） 

ＤＲシステムバス「My Ride のるる」（施策３） 

既存路線バス 

・運行ダイヤ、路線数見直し 

・ニーズを踏まえた再編 

・事業者間共同運行の検討 

・地域間相互乗り入れの検討 

・維持確保のための支援 
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施策２ デマンド型乗合タクシーの維持改善 目標（１） 

目的 
路線バス等の公共交通による移動手段がない地域における住民の日常的な移動

を支えるため、市街地（駅や主要施設）までの公共交通アクセスを確保します。 

事業概要 

・路線バスの廃止等により交通空白地域となったエリアにおいて、デマンド型

乗合タクシーを運行します。 

・利便性の高い運行内容や予約方法など、利用者や地域の声を聞きながらサー

ビス向上にむけて検討・調整します。 

・乗合率の向上や他交通手段との接続性を高め、効率的で利便性の高い運行に

努めます。 

事業の 

イメージ 

  

事業エリア 
山間地域、高戸常磐東・赤浜地域 

（路線バス・ＤＲシステムバス運行エリア以外の地域） 

実施主体 
高萩市 

タクシー事業者 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 

 

 

  

＜利用者の意見＞ 
（例）△△のため乗合をしない 

□□であれば利用する 

利用者の声を聞きながら 

サービス向上検討 

市内のデマンド型乗合バス 
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施策３ ＤＲ（ダイナミックルーティング）システムバスの導入、維持改善 目標（１） 

目的 

ＡＩやスマートフォンアプリケーションなどの技術を活用した、新しい形の交

通システムの構築により、利用者の利便性向上と効率的な運行を実現し、将来に

向けた持続可能な公共交通アクセスを確保します。 

事業概要 

・市街地地域において、新しい運行形態のリクエスト型最適経路バス（ＤＲシス

テムバス「My Ride のるる」）を運行します。 

・現況のバス停に加えて仮想バス停を設置し、従来は乗り換えが必要だった目

的地まで乗り換えなしで乗降できます。仮想バス停の設置は、道路状況や利用

者の声を聞きながら、安全性や利便性を考慮して検討・調整します。 

・従来の定時運行ではなく、乗りたい時間に乗車可能できます。運行内容（運行

台数や運行時間など）は、実証実験の結果を検証しながら、利便性と効率性が

高い運行に努めます。 

事業の 

イメージ 

  

 

 

 

 

 

 

事業エリア 市街地地域 

実施主体 
高萩市 

バス事業者 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

本格運行 実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 
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施策４ 新しい交通手段の検討 目標（１） 

目的 
人口減少やまちづくりなどの状況変化に対応し、環境への負荷低減にもつなげ

るため、先進的で将来性のある新しい交通手段の導入について研究します。 

事業概要 

・市街地での移動や二次交通の手段として、超小型モビリティ、シェア・レンタ

サイクルなどの新しい公共交通モードの導入を検討します。 

・他市町村や関係事業者から他地域での公共交通サービスの実態について導入

事例などの情報収集を行い、本市での活用方法について研究します。 

事業の 

イメージ 

 

超小型モビリティ事例(広島県 上島町)       シェアサイクル事例(富山県 富山市) 

事業エリア 市街地地域 

実施主体 

高萩市 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

企業・関係団体 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

― 検討 試験実施・検証 実施・継続 実施・継続 
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施策 5 市内の輸送資源との連携 目標（1） 

目的 

市内で運行している民間送迎事業との連携を図り、運行エリアや運行時間など

を相互にカバーすることで、住民の移動手段の空白時間を抑制するよう努めま

す。 

事業概要 

・民間送迎事業（計画内に記載）について、実施する民間事業者との情報交換に

より、運行内容の状況を把握に努めます。 

・民間送迎事業の運行計画に拡大・変更が生じる際には、必要に応じて民間送迎

事業の実施主体と協議調整を行います。 

事業の 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業エリア 市街地地域 

実施主体 

高萩市 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

企業・関係団体 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

必要に応じて実施 

 

 

 

  

市内の輸送資源との連携のイメージ 

住宅等 

住宅等 

民間の事業者 

公共交通網 

民間送迎事業 

凡例 

持続可能な公共

交通網の作成 

民間送迎事業の

運行内容を把握 

住宅等 

鉄道駅 公共施設 

病院 

観光施設 
商店等 

必要に応じた協議・調整 
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施策 6 公共交通に関する情報発進 目標（2） 

目的 
公共交通に関する様々な情報を、広く分かりやすく市民に周知し、住民・地域が

一体となり公共交通の利用増進を図ります。 

事業概要 

・広報誌、HP、ＳＮＳ、デジタルサイネージを活用して公共交通の周知・広報

を行います。 

・生涯学習教室やスマホ教室等の各種講習会の機会を利用し、公共交通に関す

る情報を発信します。 

・鉄道やバス、タクシーなど様々な交通情報を集約し、利用者に分かりやすい情

報発信に努めます。 

事業の 

イメージ 

 

公共交通に関する情報誌の発刊事例(青森県 弘前市) 

 

デジタルサイネージによる情報発信事例(埼玉県 三郷市) 

事業エリア 市全域 

実施主体 

高萩市 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

企業・関係団体 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 
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施策 7 公共交通の利用促進 目標（2） 

目的 
公共交通を利用しやすい環境をつくり、住民・地域が一体となり公共交通の維持

確保を図ります。 

事業概要 

・ダイナミックルーティングバスについては、利用教室（予約や呼出し、乗り方

など）を実施します。 

・デマンド型乗合タクシーについては、２人以上の乗合による利用を促進する

ため、乗合割引制度の導入などにについて検討します。 

・高萩市商工会や高萩市観光協会、市との連携協定事業者、民間事業者との共同

により、公共交通の利用促進方策の企画を検討・実施します。 

・分かりやすい運賃制度や、ＩＣカード・電子マネーなどの決済手段の多様化、

待合スペースの充実など、利用しやすい環境整備を進めます。 

事業の 

イメージ 

 

 

 

バスの乗り方説明 (愛媛県 東温町)     

                      バス利用者への割引チケット(茨城 MaaS ﾁｹｯﾄ) 

事業エリア 市全域 

実施主体 

高萩市 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

企業・関係団体 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 
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施策８ 地域や団体等との連携 目標（２） 

目的 

地域の特性に応じた持続可能な公共交通として維持していくため、自治会や団

体等と協力し、情報発信や意見収集を行います。 

また、住民や地域、団体等との意見交換会などを通して、運行内容や利用に関す

る情報を共有することで、利用促進や利便性・効率性向上を図ります。 

事業概要 

・自治会や団体等の要望に応じ、デマンド型乗合タクシーやダイナミックルー

ティングバスの運行内容について勉強会等を開催します。 

・自治会等からの改善などの意見については、交通事業者などの関係機関と検

討を行います。 

事業の 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通に関する情報発信(介護予防事業「元気アップ運動教室」にて) 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通に関する情報発信(生涯学習事業「のぞみ大学」にて) 

事業エリア 市全域 

実施主体 

高萩市 

バス事業者 

タクシー事業者 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施 必要に応じて実施 
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施策９ 高齢者バス利用助成制度の導入 目標（2） 

目的 
高齢者のバス利用の機会を増やし、住民・地域が一体となり公共交通の維持確保

を図ります。 

事業概要 

・市内に居住する 65歳以上の高齢者を対象に、バス運賃の 50％割引制度を実

施します。 

・65 歳以上の運転免許自主返納者に対し、バス利用券を交付する。 

事業の 

イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業エリア 市全域 

実施主体 
高萩市 

バス事業者 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施・継続 必要に応じて実施 

 

 

 

  

運賃 50%割引 

車での移動 

外出機会の増加 

利用の転換 

主要施設 

助成制度導入によるバス利用機会増加のイメージ（65 歳以上） 

運転免許返納者は、公

共の移動手段がなく外

出を控えがち。 
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施策 10 未成年者のバス利用助成制度の導入 目標（2） 

目的 
運転免許を持たない未成年者のバス利用の機会を増やし、住民・地域が一体とな

り公共交通の維持確保を図ります。 

事業概要 

・市内に居住する通学者（高校生・大学生）を対象に、通学用バス定期券の 20％

割引制度を実施します。 

・未成年者（１８歳未満）を対象とした、バス運賃の割引制度（半額助成など）

の導入を検討します。 

事業の 

イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業エリア 市全域 

実施主体 
高萩市 

バス事業者 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施・継続 必要に応じて実施 

 

 

 

  

車での送迎 

徒歩や自転車で通学 

通学用バス 

定期券 20%割引 

利用の転換 

助成制度導入によるバス利用機会増加のイメージ（通学者） 

駅・学校 
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施策 11 MaaS（Mobility as a Service）を活用した各種サービスの検討 目標（3） 

目的 
市内での MaaS 整備を推進し、サービスを広く展開することで、地域活性化に

つなげます。 

事業概要 

・住民向けに、MaaS の普及啓発を推進します。 

・高萩市商工会や高萩市観光協会、交通事業者の連携により、MaaS の協力店

舗拡充やサービス拡大を図ります。 

・広報誌、HP、ＳＮＳ、デジタルサイネージを活用した周知・広報を行い、利

用者の拡大を図ります。 

・Hitachi MaaSの関係市町村との連携を行います。 

事業の 

イメージ 

 

事業エリア 市全域 

実施主体 

高萩市 

バス事業者 

鉄道事業者 

企業・関係団体（高萩市商工会、(一社)高萩市観光協会） 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 実施・継続 
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施策 12 公共交通環境の機能強化 目標（3） 

目的 
誰もが、公共交通を利用しやすい環境整備と機能強化により、公共交通の維持確

保、利用促進を図ります。 

事業概要 

・駅や公共施設、大型商業施設や医療施設など、複数の交通が集散する場所（交

通結節点）における待合機能や乗継環境の強化、整備を検討します。 

・バスロケーションシステムによる交通情報の集約と発信、キャッシュレスや

チケットレス化に向けたシステム整備など、デジタル技術を活用したサービ

スシステムの構築を検討します。 

事業の 

イメージ 

  

待合スペースの充実 (静岡県 富士見市)   バスの施設への乗り入れ事例(青森県 弘前市) 

事業エリア 市全域 

実施主体 

高萩市 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

企業・関係団体 

実施時期 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 

 

 

  



52 

 

8 計画達成状況の評価 

  計画の達成状況は、◎記載の年度において評価を実施します。評価は施策の実施状況、目標

の達成状況についてチェックを行い、目標を達成した理由、達成できなかった理由は協議会に

おいて議論・分析します。また、関係者との議論を通して、必要があると判断した場合は計画

や事業を変更することも可能です。 

 

評価スケジュール 

項目 評価指標 目標(R8) 
達成状況の確認 

R4 R5 R6 R7 R8 

施策 1 既存路線バスの維持・再編・活性化 実施・継続 

施策 2 デマンド型乗合タクシーの維持改善 実施・継続 

施策 3 ダイナミックルーティングシステムバスの本格 

導入、維持改善 
本格運行 実施・継続 

施策 4 新しい交通手段の検討 ― 検討・試験・検証 実施・継続 

施策 5 市内の輸送資源との連携 （必要に応じて実施） 

目標

(1) 

 

路線バス 

＋ 
DR バス 

満足度 

(65 歳以上) 
50% ― ― ― ― ◎ 

デマンド型乗

合タクシー 

満足度 

(65 歳以上) 

山間 ：50% 

東地域：50% 
― ― ― ― ◎ 

公共交通施策の満足度 

※高萩市第６次総合計画より引用 
50% ― ― ― ― ◎ 

新しい交通手段 導入検討 ― ― ― ― ◎ 

施策 6 公共交通に関する情報発信 実施・継続 

施策 7 公共交通の利用促進 実施・継続 

施策 8 地域や団体等との連携 実施 （必要に応じて実施） 

施策 9 高齢者バス利用助成制度 実施 （必要に応じて実施） 

施策 10 未成年者のバス利用助成制度の導入 実施 （必要に応じて実施） 

目標

(2) 

 

路線バス 
＋ 

DR バス 
利用者数 115,713 人/年 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

デマンド型乗

合タクシー 
乗合人数 2.00 人/運行 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

施策 11 MaaSを活用した各種サービスの検討 実施・継続 

施策 12 公共交通環境の機能強化 検討・実施 

目 標

(3) 

 

MaaS の提供 本格導入 ― ― ― ― ◎ 

交通結節点強化・デジタルサ

ービスの提供 
サービスの導入 ― ― ― ― ◎ 
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9 地域公共交通確保維持事業との連動 

9.1  地域公共交通確保維持事業対象系統 

 

区分 系統名 起点 経由地 終点 事業者名 利用者数 

（人/年） 

上段：現況 

下段：目標 

収支率 

（％） 

上段：現況 

下段：目標 

公的資金 

（円/年） 

上段：現況 

下段：目標 

フィーダー 
山間地域デマンド

型乗合タクシー 

上君田、下君田、横川、 

若栗、大能、中戸川、福平、 

上手綱の一部 

高萩タクシー 

（株） 

1,562 10.5％ 416 万 

1,585 12.0％ 416 万 

（有） 

東タクシー 

1,394 10.6％ 366 万 

1,415 12.1％ 366 万 

フィーダー 

高戸常磐線東・赤

浜地区デマンド型

乗合タクシー 

高戸常磐線東地区、赤浜地区 

高萩タクシー 

（株） 

13 28.5％ 1 万 

13 28.5％ 1 万 

（有） 

東タクシー 

12 28.5％ 1 万 

12 28.5％ 1 万 

フィーダー 

ダイナミックルー

ティング「ＭｙＲ

ｉｄｅのるる」 

常磐自動車道より東側の地域 
茨城交通 

（株） 

   

25,650 30.7% 2,600 万 

                   ※ＤＲは将来の実施事業であるため、下段の目標のみを記載 
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9.2  地域公共交通確保維持事業対象系統の位置づけ 

(1) デマンド型乗合タクシー 

 

項 目 内 容 

地域公共交通確保維

持事業により運行を

確保・維持する運行系

統（補助系統）の地域

の公共交通における

位置づけ・役割 

山間地域や高戸常磐線東・赤浜地区には、路線バスの走っていない

交通不便地域が存在しています。 

両地域において、地域住民の交通手段の確保が課題となっていたた

め、地域公共交通確保維持事業として、デマンド型乗合タクシーを導

入しました。 

地域の公共交通にお

ける位置づけ等を踏

まえた地域公共交通

確保維持事業 

需要に応じて運行するデマンド型乗合タクシーは、交通需要の少な

い地域における効率的な運行手段です。 

地域住民の移動手段を確保するため、山間地域と高戸常磐線東・赤浜

地区でのデマンド型乗合タクシーを維持・継続することが必要です。 

補助系統に係る事業

及び実施主体の概要 

■運行区域 

 山間地域（上君田、下君田、横川、若栗、大能、中戸川、福平、上手綱の一部） 

 高戸常磐線東・赤浜地区 

■利用料金 

 ４００円 

■運行日 

 山間地域       ：月～金 

 高戸常磐線東・赤浜地区：月、水、金 

■運行事業者 

 高萩タクシー㈱、㈲東タクシー 

■実施主体 

 高萩市 

地域公共交通計画全

体の定量的な目標・効

果とその評価方法 

定量的な目標は、５カ年（R4～R８年度）で、１運行あたりの利用

者数を、Ｒ３年度実績の１．９７から２．００以上に向上させることと

します。 

評価は、運行事業者より毎月提出される運行実績報告書から算出し

て実施します。 

 

（目標値の設定理由） 

・人口減少や高齢化が進み、公共交通の維持ができなくなる前に、住

民・地域が一体となって公共交通を利用し維持する意識を持つこと

で、利用者数や利用回数を増加します。 

・事業の効率性や持続性を高めるため、利用者数や利用回数の増加を

図る一方、乗合率を向上させ費用負担の軽減を図ります。 

・デマンド型乗合タクシーを地域の持続可能な公共交通として維持す

るため、自治会と協力した情報の発進や、地域住民からの意見の収集

を行います。 

・以上の理由から、目標値を２．００とします。 
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(2) ＤＲ（ダイナミックルーティング）システムバス 

 

項 目 内 容 

地域公共交通確保維

持事業により運行を

確保・維持する運行系

統（補助系統）の地域

の公共交通における

位置づけ・役割 

市街地の路線バスは、JR 高萩駅を起点に計 6路線を、民間バス事業

者 2 社で運行しています。（Ｒ元年度の見直しにより山間地域の 2 路

線が廃止、運行する便数も減便が続いています。） 

市内路線バスの利用者は、年々減少傾向で、運行経費の赤字額抑制

（市補助金の抑制）、路線・便数の維持確保が課題となっています。 

本市では、Ｒ3年７月から、ＤＲ（ダイナミックルーティング）シス

テムバス「My Ride のるる」の実証実験を行っており、持続可能な交通

システムの構築に向けて取り組んでいます。 

地域の公共交通にお

ける位置づけ等を踏

まえた地域公共交通

確保維持事業 

ＤＲシステムバス「My Ride のるる」は、スマホや電話からの呼出

に応じて運行するデマンド型乗合バスで、利用者からの複数のリクエ

ストに対しＡＩが最適な運行経路を生成する仕組みとなっています。

運行エリア内には、既存のバス停に加えて仮想バス停（標柱のない乗降

地点）を数多く設定し、従来よりも近くのバス停で乗降することが出来

ます。 

ＤＲシステムバスの導入は、比較的路線バスの利用者の少ない時間

帯に、空いている車両を需要に応じて柔軟に運行させることが可能な

ため、住民の利便性向上と共に、事業者の採算性向上につなげることが

出来ます。 

補助系統に係る事業

及び実施主体の概要 

■運行区域 

 常磐自動車道より東側の地域 

■利用料金 

 ３００円 

■運行日・時間帯 

 平 日：８：３０～１５：００ 

 土日祝：９：００～１４：００ 

■運行事業者 

 茨城交通㈱ 

■実施主体 

 高萩市、茨城交通㈱ 

地域公共交通計画全

体の定量的な目標・効

果とその評価方法 

定量的な目標は、５カ年（R4～R８年度）で、年間延べ利用者数（利

用回数）を、Ｒ３年度実績より６％以上向上させることとします。 

評価は、運行事業者より提出される事業実績報告書から算出して実

施します。 

 

（目標値の設定理由） 

住民１人あたりの路線バス利用回数を、4.0 から 4.5 回/人（0.5ポイ

ント増）にすることを目指します。 

・R3住民１人あたりの路線バス利用回数 

  109,040回（R3 実績）÷27,171 人（R3.4） ≒ 4.0 回/人 

・R8住民１人あたりの路線バス利用回数見込み 

25,714 人（R８人口推計値※）×4.5回/人 ＝ 115,713 回 

※国立社会保障・人口問題研究所推計値より 

・R3と R8 のバス利用者増加率 

6,673 回/109,040回 ≒ ６％ 
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参考資料 

65歳以上アンケート調査結果 

①市街地地域 

1)回答者の属性 

■住んでいる地域 

 

 

■性別             

 

■年齢

 

■就業状況 

 

■グループ活動への参加 

 

■運転免許 

 

■デイサービスの利用 

 

本町

3%

大和町

2% 春日町

1%

安良川

12% 石滝

4%

高萩

9%

東本町

3%

肥前町

2%
高浜町

8%有明町

4%

高戸

3%

島名

18%

秋山

6%

上手綱

15%

下手綱

10%

本町 大和町 春日町
安良川 石滝 高萩
東本町 肥前町 高浜町
有明町 高戸 島名
秋山 上手綱 下手綱

47%

53%

男 女

25%

29%21%

15%

10%

65～69歳 70～74歳
75～79歳 80～84歳
85歳以上

21%

79

%

就業してる 就業してない

32%

68%

参加してる 参加してない

69%

11%

20%

保有してる
返納した
元々保有してない

6%

94

%

利用してる 利用してない
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2)日常の移動について 

 A 外出頻度 B 交通手段 

１
通
勤
時 

  

２
買
い
物
時 

  

３
グ
ル
ー
プ
活
動
時 

  

４
通
院
時 

  

凡
例 

 

16%
3%

1%

80%

6% 3%

1%

78%

5%

3% 4%

34%

40%

11%

3%
12% 1% 5%

2%

59%

15%

7% 11%

4% 8%

12%

7%

69%

1% 2% 2%

65%

12%

4% 14%

3% 4%

19%

52%

22%

週3回以上 週1～2回

月に数回 月に1回未満

全く行かない

2% 6%
5%

57%

20%

4%
6%

鉄道 路線バス
タクシー 自分で車を運転
車での送迎 自転車
徒歩
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C 外出先 

１．通勤時 

 

２．買い物時 

 

３．グループ活動時 

 

４．通院時 

 

 

  

11%

51%

22%

10%

6%

高萩駅周辺 高萩市内(駅周辺以外)

日立市 北茨城市

その他

26%

31%
14%

11%

7%

11%

イオン高萩店(周辺店舗含む)
ベイシア高萩モール(周辺店舗含む)
サンユーストア秋山店
自宅近くのコンビニや商店
市外の施設
その他

8%
5%

2%

8%

15%

5%
4%5%3%

10%

6%2%

1%

8%

17%

総合福祉センター 高萩スポーツ広場

市民体育館 サンスポーツランド

市民球場 中央公民館

松岡地区公民館 文化会館

リベーロたかはぎ 市民センター

さくら宇宙公園 個人宅

小学校 中学校

市外 その他

18%

11%

5%

26%
2%

4%

3%

4%

5%

5%

3%

2%

3%

9%

高萩協同病院 やすらぎの丘温泉病院

石医院 市外の病院

それいゆ 石川内科

内田医院 おじま内科

滝川医院 たばた

松岡クリック 高萩クリニック

永山眼科 その他
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3)市街地の公共交通について 

■バスの満足度 

 

 

■不満の理由 

 ・最も不満な理由（N=356） 

 

 

 ・2番目に不満な理由（N=254） 

 

 

 ・3番目に不満な理由（N=192） 

 

  

満足

11%

やや満足

25%

やや不満

33%

不満

31%

満足 やや満足 やや不満 不満

0 50 100 150 200 250 300

バスの本数
バスの運行ルート(範囲)
バス停の待ちスペース

バスの料金
バス車内でのサービス

バスの利用方法が分からない
その他

0 50 100 150 200 250 300

バスの本数
バスの運行ルート(範囲)
バス停の待ちスペース

バスの料金
バス車内でのサービス

バスの利用方法が分からない
その他

0 50 100 150 200 250 300

バスの本数
バスの運行ルート(範囲)
バス停の待ちスペース

バスの料金
バス車内でのサービス

バスの利用方法が分からない
その他
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■本来はバスで行きたい場所はあるか 

・あるかどうか 

 

・行きたい場所 

 

 

■今後の高萩市の公共交通のあり方について 

 

 

■スマートフォン等の操作について 

 

  

ない

70%

ある

30%

ない ある

商業施設

26%

病院

16%

駅

11%

公共施設

18%

無回答

29%

商業施設 病院 駅 公共施設 無回答

28%

20%

10%

35%

7%

税金を投入し、現状よりもサービスを向上すべき

税金を投入し、現状のサービスを維持するべき

税金を投入しない方がよい。サービ水準が低下するのは仕方ない

わからない

その他

9%

27%

20%

10%

16%

3% 15%

スマートフォンの操作は十分行えるため、活用できると思う
スマートフォンの操作に自信はないが、活用したい気持ちはある
スマートフォンの操作に自信がないため、活用したいと思わない
現在はガラケーを使用しているが、今後スマートフォンを活用したい気持ちはある
現在ガラケーを使用しており、今後もスマートフォンを活用するつもりはない
現在携帯電話を持っていないが、今後スマートフォンを活用したい気持ちはある
現在携帯電話を持っておらず、今後もスマートフォンを活用するつもりはない
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②高戸常磐線東・赤浜地区 

1)回答者の属性 

■最寄りの駅 

 
 

 

■性別             

 

 

■年齢 

 

■就業状況 

 

■グループ活動への参加 

 

■運転免許 

 

■デイサービスの利用 

 

   

南中郷駅

55%

高萩駅

45%

南中郷駅 高萩駅

42

%

58

%

男 女

22

%

35

%

27

%

11%

5%

65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳

85歳以上

38

%

62

%

就業してる 就業してない

27

%

73

%

参加してる 参加してない

80

%

7%
13

%

保有してる

返納した

元々保有してない

2%

98

%

利用してる 利用してない
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2)日常の移動について 

 A 外出頻度 B 交通手段 

１
通
勤
時 

  

２
買
い
物
時 

  

３
グ
ル
ー
プ
活
動
時 

  

４
通
院
時 

  

凡
例 

22%

5%

73%

6%

80%

7%
7%

36%

44%

11%

5% 4% 2% 4%

4%

71%

14%

5%

2% 7%

13%

4%

74%

6%

88%

6%

2% 2%

16%

55%

25%

週3回以上 週1～2回

月に数回 月に1回未満

全く行かない

2%

75%

21%

2%

鉄道 乗合タクシー
タクシー 自分で車を運転
車での送迎 自転車
徒歩
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C 外出先 

１．通勤時 

 

２．買い物時 

 

３．グループ活動時 

 

４．通院時 

 

 

  

62%

19%

13%

6%

高萩駅周辺 高萩市内(駅周辺以外)

日立市 北茨城市

その他

19%

53%

18%

10%

イオン高萩店(周辺店舗含む)
ベイシア高萩モール(周辺店舗含む)
自宅近くのコンビニや商店
市外の施設
その他

17%

3%

14%

10%

14%

3%

3%

21%

14%

総合福祉センター 高萩スポーツ広場
市民体育館 サンスポーツランド
市民球場 中央公民館
松岡地区公民館 文化会館
リベーロたかはぎ 市民センター
さくら宇宙公園 個人宅
小学校 中学校
市外 その他

25%

3%

28%

3%

6%

10%

10%

9%

3% 3%

高萩協同病院 やすらぎの丘温泉病院
石医院 市外の病院
それいゆ おじま内科
滝川医院 たばた
松岡クリック 永山眼科
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3)地域の公共交通について 

■デマンド型乗合タクシーの利用 

 

■デマンド型乗合タクシーが運行して便利に

なったか 

 

■地域の公共交通の満足度 

 

 

■不満の理由 

 

■公共交通のあり方について 

 

2%

98%

よく利用する たまに利用する

あまり利用しない 利用したことがない

6%

25%

69%

便利になった 不便になった

変わらない わからない

22%

78%

満足 やや満足 やや不満 不満

12%

42%
19%

27%

予約の仕方が分からず利用できない

予約の必要があり手間がかかる

乗降する場所が限られている

帰りの便の時間指定がしにくい

その他

29%

10%

12%

47%

2%

税金を投入し、現状よりもサービスを向上すべき

税金を投入し、現状のサービスを維持するべき

税金を投入しない方がよい。サービ水準が低下するのは仕方ない

わからない

その他
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③山間地域 

1)回答者の属性 

■住んでいる地域 

 

 

■性別             

 

■年齢 

 

■就業状況 

 

■グループ活動への参加 

 

■運転免許 

 

■デイサービスの利用 

 

横川

11%

下君田

19%

上君田

33%若栗

6%

大能

14%

中戸川

15%

福平

2%

横川 下君田 上君田 若栗 大能 中戸川 福平

41%

59%

男 女

19

%

26

%

17

%

17

%

21

%

65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳

85歳以上

23

%

77

%

就業してる 就業してない

39%

61%

参加してる 参加してない

79

%

10%

11%

保有してる

返納した

元々保有してない

9%

91

%

利用してる 利用してない
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2)日常の移動について 

 A 外出頻度 B 交通手段 

１
通
勤
時 

  

２
買
い
物
時 

  

３
グ
ル
ー
プ
活
動
時 

  

４
通
院
時 

  

凡
例 

 

16% 2%

82%

3%

88%

3%
6%

9%

38%

25%

6%

22%
4% 1%

83%

12%

2% 3%

15%

13%

67%

2% 4%

79%

6%
9%

3% 7%

22%

46%

22%

週3回以上 週1～2回

月に数回 月に1回未満

全く行かない

7% 1%

70%

22%

鉄道 乗合タクシー
タクシー 自分で車を運転
車での送迎 自転車
徒歩
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C 外出先 

１．通勤時 

 

２．買い物時 

 

３．グループ活動時 

 

４．通院時 

 

 

  

6%

56%9%

3%

26%

高萩駅周辺 高萩市内(駅周辺以外)

日立市 北茨城市

その他

22%

40%

30%

5% 3%

イオン高萩店(周辺店舗含む)

ベイシア高萩モール(周辺店舗含む)

自宅近くのコンビニや商店

市外の施設

その他

28%

1%

21%

35%

15%

市街地の公共施設 小・中学校

個人宅 地域の集会所

その他

17%

15%

4%

26%
4%

4%

6%

5%

6%

5%

4%
1% 1% 1% 1%

高萩協同病院 やすらぎの丘温泉病院
石医院 市外の病院
それいゆ おじま
石川 たばた
高萩 滝川
永山 佐々木胃腸科
内田 松岡クリニック
その他
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3)地域の公共交通について 

■デマンド型乗合タクシーの利用 

 

■路線バスが運行していた時に比べて、便利

になったか 

 

■地域の公共交通の満足度 

 

 

■不満の理由 

 

■公共交通のあり方について 

 

7%

9%

10%

74%

よく利用する たまに利用する

あまり利用しない 利用したことがない

18%

12%

17%

53%

便利になった 不便になった

変わらない わからない

9%

31%

27%

33%

満足 やや満足 やや不満 不満

12%

22%

17%

33%

16%

予約の仕方が分からず利用できない

予約の必要があり手間がかかる

乗降する場所が限られている

帰りの便の時間指定がしにくい

その他

17%

30%

9%

40%

4%

税金を投入し、現状よりもサービスを向上すべき

税金を投入し、現状のサービスを維持するべき

税金を投入しない方がよい。サービ水準が低下するのは仕方ない

わからない

その他
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学生アンケート調査結果 

1)回答者の属性 

■住んでいる地域 

 

 

■性別             

 

■年齢 

 

■就業状況 

 

■通学の有無 

 

■運転免許 

 

本町

3%

大和町

2% 安良川

7%
石滝

2%

高萩

21%

肥前町

2%

高浜町

4%
有明町

9%
高戸

3%

島名

15%

秋山

3%

上手綱

19%

下手綱

10%

本町 大和町 春日町
安良川 石滝 高萩
東本町 肥前町 高浜町
有明町 高戸 島名
秋山 上手綱 下手綱

51%

49

%

男 女

47%
53

%

18歳未満 18歳以上

13

%

66

%

21%

就業している

就業していない

アルバイトをしている

55%
21%

12%

12%

高校に通っている 大学に通っている

学校へは通っていない その他

31%

69%

保有している 保有してない
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■通っている高校 

 

■通っている大学 

 

■通学手段 

 

■通学に鉄道を利用する際の駅までの 

交通手段 

 

 

 

17%

5%

65%

5%

3%

5%

県立高萩清松高校 県立高萩高等学校

第一学院高等学校 日立市内の高校

北茨城市内の高校 水戸市内の高校

その他

23%

6%

18%

53%

茨城大学 常磐大学 茨城キリスト教大学 その他

15%

71%

2%
8%

2%
2%

徒歩・自転車
鉄道利用(鉄道+他の公共交通手段も含む)
路線バス+徒歩
車での送迎
原付・バイク・自動車
その他

24%

7%

5%

64%

徒歩 自転車 路線バス

車での送迎 原付・バイク その他

※その他の内訳は

「県外」が主 
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